
今
こ
そ
発
揮
モ
ノ
づ
く
り
力
東
部
大
阪
産
業
界

　八
尾
商
工
会
議
所

　
１
９
４
９
年
創
立
。

会
員
は
３
０
４
０
事
業

所
。
新
会
館
は
、
全
国

で
も
珍
し
い
会
議
所
と

行
政
の
連
携
施
設
と
し

て
注
目
を
集
め
る
。

　東
大
阪
商
工
会
議
所

　
１
９
３
７
年
創
立
。

会
員
数
は
６
６
０
０
事

業
所
。
企
画
調
査
力
に

強
み
を
持
ち
、
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
企
業
の
紹
介
冊

子
な
ど
を
手
が
け
る
。

　多くの地元企業が会員となり、地域に密着
して幅広い企業支援活動を展開する商工会議
所。東部大阪地区でも大きな存在感をみせる
のが、東大阪商工会議所と八尾商工会議所
だ。両会頭に、震災の影響を踏まえた地域産
業の現状や今後の産業振興策などを聞いた。

販
路
開
拓
事
業
に
重
点
一
般
向
け
Ｐ
Ｒ
強
化
地
域
産
品

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
秋
開
催
の
産
業
展
も
充
実

キ
ー
マ
ン
に
聞
く
地
域
振
興
の
ポ
イ
ン
ト

震災乗り越え産業活性化
東
大
阪
商
工
会
議
所
嶋
田
亘
会
頭
（
フ
セ
ラ
シ
会
長
）

八
尾
商
工
会
議
所
塚
谷
俊
介
会
頭
（
塚
谷
刃
物
製
作
所
名
誉
会
長
）
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―
東
大
阪
地
域
の
景
況
感

に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
「
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

か
ら
立
ち
直
り
、
よ
う
や
く

地
域
経
済
に
も
プ
ラ
ス
の
影

響
が
出
始
め
た
矢
先
、
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
た
。
会

議
所
が
４
月
に
会
員
企
業
に

実
施
し
た
調
査
で
、
震
災
で

影
響
あ
る
企
業
は

％
も
あ

っ
た
。
当
社

フ
セ
ラ
シ

が
か
か
わ
る
自
動
車
業
界
で

も
、
３
月

日
以
降
は
１
カ

月
間
ほ
と
ん
ど
の
生
産
が
止

ま
り
、
４
月
中
旬
に
な
っ
て

も
約

％
の
稼
働
率
と
動
き

が
読
み
づ
ら
い
。
建
設
業
界

も
資
材
の
入
手
難
な
ど
工
事

が
滞
り
、
資
金
繰
り
で
困
っ

て
い
る
と
い
う
話
も
あ
る
。

大
方
は
厳
し
い
認
識
だ
」

　
―
国
内
で
の
モ
ノ
づ
く
り

継
続
に
相
当
な
危
機
感
を
抱

い
て
い
ま
す
ね
。

　
「
震
災
に
加
え
、
円
高
の

影
響
も
大
き
い
。
今
の

円

台
で
は
ど
の
企
業
も
為
替
差

損
が
生
じ
る
。
日
本
は
輸
出

で
稼
い
で
き
た
国
だ
が
、
円

高
の
定
着
で
そ
の
根
本
が
揺

ら
い
で
い
る
。
海
外
と
の
競

争
も
厳
し
く
な
る
一
方
だ
。

国
内
生
産
を
あ
き
ら
め
て
海

外
シ
フ
ト
す
る
と
雇
用
問
題

が
生
じ
、
何
よ
り
技
術
流
出

が
懸
念
さ
れ
る
。
東
大
阪
も

今
は
ま
だ
国
内
で
が
ん
ば
ろ

う
と
い
う
企
業
が
多
い
が
、

政
府
が
真
剣
に
対
応
し
て
も

ら
わ
な
い
と
、
企
業
数
も
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
」

　
―
今
後
の
重
点
施
策
は
。

　
「
ま
ず
販
路
開
拓
を
重
視

す
る
。
新
た
な
取
り
組
み
で

来
年
２
月
に
東
大
阪
市
と
東

京
・
秋
葉
原
で
新
製
品
・
新

技
術
大
展
示
会
と
東
大
阪
物

産
フ
ェ
ア
を
行
う
。
期
間
は

５
日
間
設
け
、
最
初
２
日
が

技
術
展
示
会
、
残
り
３
日
を

物
産
展
と
す
る
。
モ
ノ
づ
く

り
の
ま
ち
・
東
大
阪
の
イ
メ

ー
ジ
は
全
国
的
に
浸
透
す
る

が
、
一
般
向
け
に
地
域
産
品

の
Ｐ
Ｒ
も
必
要
だ
」

　
「
今
後
の
産
業
育
成
で
は

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
注
視
す

る
。
自
動
車
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
化
や
電
気
自
動
車

Ｅ

Ｖ

化
が
進
み
、
原
発
事
故

問
題
で
省
エ
ネ
の
取
り
組
み

も
加
速
す
る
中
、
東
大
阪
発

の
環
境
事
業
を
育
て
た
い
。

昨
年
に
ダ
イ
ハ
ツ
工
業
が
東

大
阪
に
拠
点
を
構
え
ら
れ
た

が
、
環
境
重
視
で
大
幅
に
燃

費
が
改
善
さ
れ
る
車
の
開
発

に
向
け
、
東
大
阪
の
技
術
力

・
モ
ノ
づ
く
り
力
を
活
用
す

る
狙
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
東

大
阪
の
強
み
は
下
請
け
で
な

く
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ

企
業
が
多
い
こ
と
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
で
、
世
界
に
打
っ
て

出
る
企
業
も
少
な
く
な
い
」

　
―
八
尾
地
域
の
景
況
感
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
震
災
直
後
に
行
っ
た
会

員
企
業
の
緊
急
調
査
で
は
、

１
４
０
社
対
象
で

社
ほ
ど

に
影
響
が
出
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。
た
だ
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
、
取
引
先
の
被
災
に
よ

る
原
材
料
の
入
手
難
や
、
風

評
被
害
で
輸
出
が
滞
る
な
ど

影
響
は
拡
大
し
て
い
る
。
当

社

塚
谷
刃
物
製
作
所

も

東
北
関
連
で
受
注
が
減
り
、

し
ば
ら
く
は
影
響
が
あ
る
と

見
て
い
る
。
今
月

日
に
会

議
所
と
取
引
の
あ
る
金
融
機

関

行
に
一
堂
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
八
尾
市
長
な
ど
も

交
え
た
情
報
交
換
会
を
行
っ

た
。
震
災
後
の
地
域
企
業
の

実
態
を
正
確
に
つ
か
み
、
運

転
資
金
な
ど
が
滞
ら
な
い
よ

う
、
注
視
し
て
い
き
た
い
」

　
―
今
年
度
に
注
力
す
る
施

策
は
。

　
「
目
玉
が
二
つ
あ
る
。
一

つ
目
は
、
会
議
所
と
大
阪
東

信
用
金
庫
が
連
携
し
て
進
め

る
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

だ
。
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
市

場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
置
き
、

会
員
で
あ
る
地
元
中
小
企
業

の
販
路
開
拓
や
現
地
生
産
の

手
続
き
な
ど
を
支
援
す
る
。

機
械
商
社
の
山
善
、
香
港
の

商
社
で
あ
る
プ
ロ
ネ
ッ
ト
な

ど
に
も
支
援
ス
キ
ー
ム
に
入

っ
て
も
ら
っ
た
。
現
在
、
経

営
指
導
員
が
海
外
事
業
に
興

味
を
持
つ
会
員
企
業
１
２
０

社
ほ
ど
を
巡
回
し
、
ニ
ー
ズ

を
収
集
中
だ
。
い
い
製
品
を

持
つ
企
業
が
き
っ
ち
り
海
外

市
場
を
開
拓
で
き
る
よ
う
、

成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
」

　
「
二
つ
目
は
、
毎
年
秋
に

開
催
し
て
い
る
産
業
展
を
今

年
か
ら
一
気
に
充
実
さ
せ

る
。

関
西
三
都
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ェ
ア

と
称
し
、
大
阪
は

北
・
中
河
内
地
域
の

市
に

ま
た
が
る
商
工
会
議
所
・
商

工
会
と
連
携
し
、
京
都
府
や

兵
庫
県
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業

も
参
加
す
る
。
マ
イ
ド
ー
ム

お
お
さ
か
の
１
、
２
階
会
場

を
す
べ
て
使
い
、
出
展
規
模

は
全
体
で
１
８
０
社
、
２
５

０
小
間
の
予
定
だ
。
業
種
別

に
展
示
し
、
見
学
や
商
談
を

し
や
す
く
し
て
い
き
た
い
」

　
―
５
月
に
念
願
の
新
会
館

が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
抱

負
を
。

　
「
新
会
館
で
は
八
尾
市
の

産
業
関
連
部
署
や
中
小
企
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
出
張
所
な

ど
が
同
じ
建
物
に
入
り
、
今

後
は
一
体
感
を
も
っ
て
八
尾

の
産
業
振
興
の
取
り
組
み
が

で
き
る
。
早
く
お
互
い
の
顔

を
覚
え
、
情
報
交
換
を
密
に

し
、
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
を
出

し
て
い
き
た
い
」


